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鳴神山  

全国学校給食週間！  

１月２４日から１月３０日までは，全国学校給食週間です。学校給食の始まりは明治２２年，

山形県鶴岡町（現在は鶴岡市）にある小学校で，家庭が貧しくてお弁当を持ってこられない子

どもたちのために無料で食事を提供したことからと言われています。その後，全国で学校給食

が実施されるようになりましたが，戦争による食糧不足で中止することが決まりました。  

戦後、栄養失調の子どもたちを救うために、外国からの援助で給食が再開されました。昭和

２１年１２月２４日に新しい学校給食が始まったことから、この日を「学校給食感謝の日」と  

しましたが、冬休みに入ってしまうため、１か月後の１月２４日からの１週間を「全国学校給

食週間」とすることが決まったそうです。 

本校では１２月２２日（金）の全校朝の会の時間に，６年生や養護教諭，栄養教諭などを中

心に，学校給食週間について知らせるとともに，調理員さんたちの仕事の様子などについての

映像を視聴しました。子どもたちは調理員さん達の苦労を知り，なるべく残さず食べようとい

う意識を持つことができたようです。なお２年生が給食週間のポスターを作成してくれました。

学校給食週間の間，各教室に掲示します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

学力テスト １月２７日（水）に国語，２８日（木）に算数の学力テストを実施しまし

た。１月末までの学習の定着度について確認し，個に応じた学習課題の解決を行うことができ

るようにするためです。結果は３月５日（金）の授業参観・懇談会の際にお渡しする予定です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

＜廊下から写真撮影をしたため見づらいです。ご了承ください。＞  
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冬の体力向上策  

 雪が降る前までは全校生で取り組んでいた「マラソンタイム」。校庭が雪で覆われてしまった後は全校

生が「なわとびタイム」に取り組んでいます。体育館での実施なので，全校生いっしょになわとびをするわ

けにはいきませんが，学年やブロックごとに，自分の目標に向かって，子どもたちは精いっぱい体力向上

に励んでいます。また，校庭で元気に外遊びをする姿も数多く見られます。冬場も体力アップして，雪

解けにはまた元気に校庭を走り回ってほしいと思います。新型コロナウイルス感染症対策の３つのポイ

ントは「感染源を絶つこと」，「感染経路を絶つこと」，そして「抵抗力を高めること」です。免疫力を高め

るために，「十分な睡眠」，「バランスの取れた食事」，そして「適度な運動」に努め，病気に負けない体づ

くりを我々も含めてしていきたいものですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校長のひとりごと  

 我が家では，子ども３人共に，高校入学時までは，スマートフォンを買い与えませんでした。

３人共に性格的にものめりこみ，手放せなくなる感じがしたことと，中学生までは持たせる必

要性を感じなかったからです。高校生になり契約した時も，フィルタリングをつけることはも

ちろんルール作りをしました。使用時間やアプリのことなどについてです。危険性についても

話をしました。絶対にこれは欠かせません。 

 ３人共に，時にルールを破り，衝突することもありました。取り上げたこともあります。そ

れでもこれからの時代は，メディアはなくてはならないもので，メディアと自分自身がどう付

き合うかが求められていると思い，その都度もう１度ルールについて話し合いをもち，お互い

に納得した上で，ルールの再構築をしてきました。子どもたち自身も納得して決めたため，ル

ールを守る責任があります。自分自身でメディアと上手に付き合う自己マネジメント力が問わ

れます。自分自身が試されているのです。自分自身で決めたことを継続するのは，メディアだ

けではなく，時に辛いこともあるかもしれません。しかし将来，自分自身が決めたことでも，

すぐに投げ出してしまうような人にはなってほしくはありません。１つ自分自身を許すと，様々

なことに対してもどんどん許してしまうようになってしまう気もしました。だから，たかがメ

ディア，されどメディアでルールについては，厳しく話し合いを継続しています。 

現在我が家には，通信アプリの「家族グループ」があり，遠く離れて生活している子どもた

ちとの連絡手段としては大きな位置を占めています。しかし時に電話をし，時にテレビ電話を

し，音声言語でのコミュニケーションを取ることも忘れないようにしています。声を聞くこと，

顔を見て話すことなど，やはり文字言語とは違う大きな良さが音声にはあります。文字には表

れないことが読み取れます。遠く離れてしまうとなかなか音声言語でのコミュニケーションは

難しくなります。保護者の皆様も，いずれそういう時がやってきます。だからこそ今を大切に，

顔を合わせてのコミュニケーションを積極的に行っていってほしいと思います。 

 

参考までに 

「メディアと上手に付き合う子どもを育てましょう！」（会津教育事務所 HP）→ 
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